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令和４年度第１回県バス対策協議会の結果について

総合交通課

１ 概要
地域間幹線バスに係る令和４年10月から令和５年９月までの運行系統 運行予定者、

等を定めた「令和５年度宮崎県生活交通確保維持改善計画 （以下「維持改善計画」」
という ）を審議する県バス対策協議会を６月30日に開催。。

２ 県バス対策協議会で示された宮崎交通の考え

、 「 」 。○昨年来 主張してきた 行政による赤字額の全額補填 という考え方に固執しない
（ 赤字額の全額補填がなければ路線の廃止」という二者択一の考えを見直す）「

○今後 経費削減策を踏まえた路線ごとの収支見込みや利用状況の詳細なデータ等を、
提示するので それらを総合的に勘案した上で 改めて行政負担も含め 路線のあ、 、 、
り方について継続して協議をお願いしたい。

３ 維持改善計画の概要
(1) 地域間幹線バスの運行系統（令和４年10月～令和５年９月）

３月の県バス対策協議会で示された方向性に基づき 持続可能なバス路線網とす、
るため、系統の統合や運行区間の見直しを以下のとおり実施。
その結果、運行系統数は２５系統（前年度比▲４系統）となった。
※宮崎交通：２３系統、鹿児島交通：２系統

(2) 「西都～佐土原高校線」について
、宮崎交通の考え及び地域間幹線バスに係る国庫補助制度見直しの動きを踏まえ

「 」 、 。３月に示された方向性である 本年10月からの他事業者への転換 を一旦 見送る
、 、 、 、今後 その他の路線も含めて 市町村 バス事業者等と継続して協議を行うが

最終的に他事業者による運行等の結論に至った場合は、事業年度（R4.10～R5.9）
途中であっても転換することを検討する。

４ 地域公共交通計画の策定
地域の移動手段の持続的確保を図るための計画である 地域公共交通計画 の策定「 」

に向け 上記地域間幹線バスのあり方に係る議論と並行し 法定協議会の設置 必要、 、 、
なデータの収集等に取り組む （令和５年度末までに策定。詳細は別紙のとおり ）。 。

Ｒ４維持改善計画

運行系統名 運行系統名 見直し概要

宮交シティ～国富～綾

宮崎駅～一の鳥居～綾～酒泉の杜

宮交シティ～国富～保坂

宮崎～花見～雀ケ野 宮崎～花見～赤谷
運行区間を短縮
※「赤谷～雀ケ野」間は、既存のコミュ
 ニティバスの延伸を検討

宮崎～祇園台・穆佐～尾頭

宮崎～祇園台・穆佐・高岡温泉～尾頭

イオンタウン日向～塚原

イオンタウン日向～神門（浜砂橋）
イオンタウン日向～道の駅とうごう

運行区間が重複する２系統を再編・統合
※「道の駅とうごう～塚原、神門」間は、
 新たに広域的バスを運行予定

Ｒ５維持改善計画

宮交シティ～国富～綾
運行区間が重複する３系統を再編・統合
※「綾～酒泉の杜」間は、新たにコミュ
 ニティバスを運行予定

宮崎～祇園台・穆佐・小山田（高岡温泉）
～尾頭

運行区間が重複する２系統を集約の上、
幹線として維持
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地域公共交通計画
【記載内容】
基本方針、計画区域・目標、
目標達成施策・評価指標 等

望ましい地域交通の姿
を示すマスタープラン

全ての自治体で策定が
努力義務化

策定が国庫補助の要件
（令和６年度～） 法定協議会が策定

法定協議会
【設置根拠】活性化再生法

＋
道路運送法

【構成員】県バス対策協議会構成員
＋

交通事業者（鉄道、バス等）
道路管理者
公安委員会
利用者代表、学識経験者

新設

統合

宮崎県地域公共交通計画（仮称）の策定について

県バス対策協議会
【設置根拠】道路運送法

【構成員】県・九州運輸局
市長会・町村会
県バス協会
宮崎交通
県内８地域分科会

地域公共交通計画に基づく国庫補助金申請
※ただし、計画策定以降

生活交通確保維持改善計画
に基づく国庫補助金申請

現状

なお、地域間幹線に係る専門部会の設置を検討
（地域分科会は同部会の下部組織に位置付け）

別 紙

計画策定に向けたスケジュール案

令和4年
4～6月 7～9月 10～12月

令和5年
1～３月 4～6月 7～9月 10～12月

令和6年
1～3月

県バス対策協議会
での説明

新規構成員への
委員就任依頼

第１回法定協議会

計画案作成

第２回法定協議会
（計画案審議）

計画案の修正

第３回法定協議会
（計画完成）

県バス対策協議会は法定協議会に統合

計画案を常任委員会へ報告
コンサル等外部専門家も活用
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白紙ページ 

3



国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催内定について

国スポ・障スポ準備課

１ 大会までのスケジュール

２ 開催内定までの経緯

令和４年３月16日 県議会２月定例会において、第81回国民スポーツ大会・第26

回全国障害者スポーツ大会の開催を決議

６月１日 知事、教育長及び県スポーツ協会会長の連名で、（公財）

日本スポーツ協会会長及び文部科学大臣宛てに開催申請書を

提出

７月14日 （公財）日本スポーツ協会理事会における審議を経て、本

県における国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開

催が内定

３ 今後の流れ

（１）開催内定により、大会開催に関して、（公財）日本スポーツ協会の承認を要する

事項（大会会期、宿泊・交通・医療の各要項等）やシンボルマーク等の使用に関す

る協議・調整が可能となる。

（２）開催３年前に（公財）日本スポーツ協会及び文部科学省による総合視察を受けた

後、「開催決定」となる。
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国スポ・障スポに向けた県有主要３施設等の整備状況について

国スポ・障スポ準備課

１ 陸上競技場

（１）整備概要

① 主競技場（第一種公認陸上競技場）

・構 造：ＲＣ造（屋根部分鉄骨造）

・階 数：地上４階

・延床面積：22,809.73㎡

② 投てき練習場

・整備面積：14,000㎡程度

・附属倉庫：45㎡

（２）概算工事費

154億円（造成を含む県発注工事）

「R4.6撮影」

（３）整備スケジュール、進捗状況

令和３年12月 主競技場建設着工

令和６年12月 主競技場完成予定

令和７年３月 投てき練習場完成予定

令和４年６月末進捗率 ４．０％※

２ 体育館

（１）整備概要

・構 造：ＲＣ造（屋根部分鉄骨造＋木造）

・階 数：地上２階

・延床面積：12,998.20㎡

（２）概算工事費

86.7億円

（うち解体費用3.7億円は市負担）

（３）整備スケジュール、進捗状況

「R4.6撮影」令和３年９月 建設着工（ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ）

令和５年５月 サブアリーナ完成予定

令和７年９月 メインアリーナ完成予定

令和４年６月末進捗率 １１．３％※
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３ プール

（１）整備概要

・構 造：ＲＣ造(一部ＳＲＣ造、一部鉄骨造)

・階 数：地上２階

・延床面積：13,436.56㎡

（２）概算事業費 （15年間の運営・

155.9億円 維持管理費含む）

（３）整備スケジュール、進捗状況

令和３年９月 PFI事業着手（設計）

「R4.6撮影」令和４年11月 建設着工予定

令和６年12月 プール完成予定

４ その他の県有施設（ひなた宮崎県総合運動公園庭球場のサーフェス）

（１）現 状

ひなた宮崎県総合運動公園庭球場においてテニス競技を実施することとしている

が、テニスコートのサーフェス（現状：オムニコート（砂入り人工芝））は、国民

スポーツ大会前に耐用年数（10年程度）が到来することから改修工事を実施する必

要がある。

（２）要望の状況

県テニス協会（硬式） ハードコート化を要望

県ソフトテニス連盟（軟式） オムニコート（砂入り人工芝）での更新要望

県シニアテニス連盟（硬式） オムニコート（砂入り人工芝）での更新要望

（３）今後の対応

施設利用者のニーズや県全体の公営コートの整備状況、宮崎市内の主なテニスコ

ートの利用状況等を検証し、関係団体との協議を重ねるとともに、県総合運動公園

庭球場の果たす役割を総合的に検討した上で、年内には県としての整備方針を決定

する。
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